














               ～視覚教材の活用について～ 
 
































































































1/4 の大きさの折り紙を 3 枚ずつ配り、合計 4 つの柿を折れるようにする。途中、子ども同士で教えあ
う姿や早く折れた子どもがクレヨンで葉を緑色に塗る姿が見られる。 
 大多数の子どもが 4つの柿を折ったところで、各自が自分のロッカーからスケッチブックを取り出し、
クレヨンで木の幹を描き折り紙の柿を糊で貼り柿の木を完成させていく。 
 
 場面Ⅰにおける気づきとしては、おおよそ次のようなことが考えられる。 
 ・床にブロックを広げて遊ぶ子どもに対し、保育者が声をかける時の姿勢はどうなっているか。 
 ・遊びが発展するような声掛けにはどのようなものがあるのか（ビデオでは音声がほとんど入ってい
ないため、想像するにとどまる）。 
 ・片付けの合図と声掛け、その後の援助にはどのようなものがあったのか。 
 ・子ども同士のトラブルについて、保育者はどのような配慮を行っていたのか。 
 ・クラス内での活動からホールへ移動する際、保育者はどのような配慮を行っていたのか。 
  
 場面Ⅱについては、主活動の「導入・展開・まとめ」の流れ、および場面に応じた子どもの様子や保 
育者の配慮について以下のような点に気付くことが考えられる。 
 ・「秋」を含め、四季について子どもたちが理解しやすいような内容はどのようなものがあるか。 
 ・「秋の果物」を意識できるように実物を見せることで子どもたちの興味を深め、活動への期待感を
高めるような声掛けにはどのようなものがあるか。 
 ・活動の際に日常的に行われている約束事にはどのようなものがあるか。 
 ・折り紙の折り方をわかりやすく説明する方法や約束事にはどのようなものがあるか。 
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 ・子どもたち１人ひとりの進度に対して、保育者はどのような配慮を行っているのか。また子ども同
士でどのように協力し合い活動を行っているのか。 
 ・活動はどのようにまとめられているのか。 
 
 ビデオは学生が実習生としての目線で見るであろう光景を意識して撮影したため、「見学実習」とし
ての日誌を位置付け、それぞれの場面、活動に応じた子どもの動きや保育者の援助及び留意点などにど
のように「気づく」ことができるか、を主として記録を取らせ学生同士で意見交換（相互添削）を行っ
た。多くの学生は、それぞれ友人の記録を添削しながら、自分とは違う「視点」や「気づき」を確認し
たり、同じ「気づき」に共感したりする中で、保育者による援助の意図や子どもの心情について考察す
ることができるのではないかと思われる。 
 実際の園での活動は、それぞれのクラスや活動内容により援助の仕方や内容、子どもたちの様子も大
きく異なると思われるが、この視覚教材の狙いとしては、「（活動などの）事実だけを観察するのではな
く、その時の保育者の援助や声掛けにどのような意図や思いがあるのか、子どもたちはどのような気持
ちで活動に取り組み、それをどのように表現しているのか」ということに気付き、文章化することであ
る。 
ビデオ画像を通して保育を疑似体験する中で保育者の援助や配慮、子どもたちの活動の様子を観察し、
そこに含まれる様々な意図や心情を考察し、実習記録として記載することの練習は、学生が実際に実習
に臨んだときに少しでも「気づき」を深めることに役立てて欲しいという願いから取り入れている。今
後もこのような視覚教材を始めとする、より実践的な教材を活用した指導を行っていきたいと思ってい
る。 
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